
１ 教育研究上の目的に関する情報 

③ 研究科の教育研究上の目的 

専攻単位の教育研究上の目的 

 

 

日本大学大学院薬学研究科の理念及び目的 

ライフサイエンスを中心とした基礎科学の発展に伴って疾病の解明が進み，医療における診断，

治療技術も著しく高度化している。また，老齢人口の増加など社会構造の変化により，医療に貢献

できる薬学が一層求められている。このような多岐に亘る社会的要請に応え，薬学分野における高

度な専門知識と技術を涵養し，独創的な研究活動を通じて国際的な競争力及び自立して研究を遂

行し発展させる能力を修得させ，将来，医療の分野で指導的役割を果たす質の高い薬学研究者・

薬剤師を養成することを目的とする。 

 

（薬学専攻／博士課程） 

医療に関連した臨床的な課題を対象とする研究領域を中心とした広範な専門的知識と技術を涵

養し，自ら研究課題を解決できる研究能力及び高度な医療を担うための能力を修得させ，将来，指

導的立場で活躍し，社会に貢献できる人材を養成する。 

 

ディプロマ・ポリシー  

日本大学大学院薬学研究科では，日本大学教育憲章に基づき，「日本大学の目的及び使命」を

理解し，薬学研究科の教育研究上の目的のもとに設定した以下の能力を身に付け，博士論文審査

基準を満たし最終試験に合格した者に博士（薬学）の学位を授与する。 

＜自ら学ぶ＞ 

・豊かな知識・教養に基づく高い倫理観（ＤＰ１） 

将来，医療分野で指導的役割を果たすために，生命の尊厳を畏怖し，豊かな知識と教養に基づい

た高い倫理観を持って薬学研究を実践できる。 

・世界の現状を理解し，説明する力（ＤＰ２） 

世界の医療・保健・福祉の現状や背景を理解し，自らの意見を持って自身の研究の重要性と意義

を説明することができる。 

＜自ら考える＞ 

・論理的・批判的思考力（ＤＰ３） 

得られた多岐にわたる知識や情報を基に，論理的な手法並びに批判的な思考で物事の本質を洞

察し，最先端の独創的な研究を行うことができる。 

・問題発見・解決力（ＤＰ４） 

薬学領域における課題を自ら問題設定し，継続的に取り組み，解決策を提案することができる。 
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＜自ら道をひらく＞ 

・挑戦力（ＤＰ５） 

新たな創造をめざして研究課題に積極的に挑戦し続け，考え抜くことができる。 

・コミュニケーション力（ＤＰ６） 

研究を展開並びに拡大していくために積極的に他者と交流，連携かつ協働することができる。また，

自身の研究の成果を，専門領域の枠を超えて発信することができる。 

・リーダーシップ・協働力（ＤＰ７） 

薬学研究者として，多様なコミュニケーション能力を活用することにより集団のなかで協働するとと

もに他者の指導ができる。 

・省察力（ＤＰ８） 

薬学研究者として強い責任感と高い倫理性をもって自身の研究を見つめることで生涯にわたり自

己を高めることができる。 

 

 カリキュラム・ポリシー  

薬学研究科ではディプロマ・ポリシーに掲げる能力を修得するために複数の教員からなる多彩な

形式の学びにより「自ら学び」，「自ら考え」，そして「自ら道をひらく」能力を養い，指導教員の下，学

術的並びに社会的意義が認められる研究論文を作成し発表することで，将来，指導的立場で活躍

できる人材を育成するためのカリキュラムを編成する。学習成果は，受講態度，課題レポートの内

容，プレゼンテーション及び質疑応答，討議内容又は試験等により評価する。 

＜自ら学ぶ＞ 

・豊かな知識・教養に基づく高い倫理観 (ＣＰ１) 

必修科目並びに選択科目の履修を通じて，基礎薬学，応用薬学，実践薬学に加え，アカデミック・

ライティング，レギュラトリーサイエンスの知識を滋養する。これらの知識に基づき，指導教員の指

導の下，研究における倫理感を養う。 

・世界の現状を理解し，説明する力(ＣＰ２) 

必修科目及び選択科目の履修に加え，「薬学特別研究」を通じて，様々な視点から世界の医療・

保健・福祉の現状や背景を理解する。またその理解に基づき，指導教員との議論を通じて自身の

研究の重要性を説明できる能力を養う。 

＜自ら考える＞ 

・論理的・批判的思考力（ＣＰ３） 

 「薬学特別研究」における論文発表，学会発表，論文調査などの過程を通じて，自身が持つ知

見・知識・情報に対して論理的かつ批判的な考察を加え，それを指導教員並びに関連分野の教

員との議論の中で説明できる能力を養う。 



１ 教育研究上の目的に関する情報 

 

 

・問題発見・解決力（ＣＰ４） 

 「薬学特別研究」における指導教員等との議論，論文発表，学会発表，論文調査などの過程を通

じて，自身の研究分野の現状を理解し，研究の方法論や情報の解析・分析技術を修得する。これ

らの知識に基づき学術的並びに社会的意義が認められる研究テーマ及び問題設定を行うことが

できる能力と，それらに対して論理的な解決策を提示することができる能力を養成する。 

＜自ら道をひらく＞ 

・挑戦力（ＣＰ５） 

 必修科目及び選択科目の履修に加え，「薬学特別研究」における指導教員等との議論，論文発

表，学会発表並びに論文調査などの多彩な形式の学びを通じて，未知の問題に対する探究心と

好奇心を養い，それを基盤に新たな智の創造をめざして挑戦し続ける能力を養う。 

・コミュニケーション力（ＣＰ６） 

専門分野における研究の遂行，指導教員等との議論，論文発表，学会発表などの過程を通じて，

自らの考えを的確に伝え，国内外の他の研究機関との積極的な交流を行うことができる能力を養

う。 

・リーダーシップ・協働力（ＣＰ７） 

研究を遂行する過程において，指導教員及び関連教員との議論に加え，国内外の他の研究機関

との積極的な交流を通じて，研究者としての集団におけるリーダーシップ・協働力を養成するととも

に，自らの専門知識をもって社会へ貢献することができる能力を養成する。 

・省察力（ＣＰ８） 

研究を遂行する過程において，指導教員及び関連教員との議論に加え，国内外の他の研究機関

との積極的な交流を通じて，他者の考えを受け容れ，自己で昇華し視野を広げ，かつ，高い倫理

性を持って自らの考えを継続的に提示することができる能力を養成する。 


